
研究棟（2014年完成）

広大な畑

田んぼの生き物

お花見

21世紀は環境と食料の世紀。環境保全と持続的で生
産性の高い食料生産を両立させることが求められています。
当分野は「環境にやさしい持続的な作物生産技術の

開発」を目的として、フィールドでの研究を中心に、環境や
生きものにやさしい農業、作物生産が環境に及ぼす影響
の評価、養分吸収による環境汚染の防止などに関する研
究を行なっています。

農業と環境を作物栽培を通して考える！

研究室は大崎市鳴子温泉にあります

研究棟内部 研究室メンバー

上空からの様子

栽培植物
環境科学
分野Environmental Crop

Science Laboratory
http://www.agri.tohoku.ac.jp/ecs/

川渡フィールドセンター

実験室

東北の寒さに強いコメづくり
安定した収量・品質を目指して

冬期湛水・
有機栽培水田

・イネは低温で生育が遅延することが知られています。

・近年大規模による省力化技術の普及が進んでいます。

・小さい苗を早い時期に移植する傾向が強まりつつあり
ますが、冷涼な東北地方でも問題ないのでしょうか…？

・品種や移植時の苗の大きさの
違いに対する、生育初期の
低温の影響を調査しています。

新根発生
が抑制

実りが悪い生育・出穂が遅延
→収量低下

2018年度試験の一例
（ひとめぼれ）
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移植直後に低温にさらすと…

低温区対照区
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低温区

対照区と比べ、低温区で
・草丈が小さい
・茎数が少ない

水稲苗の再生長
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エラーバー：標準誤差（n = 3）．n.s. ：not significant （ANOVA, p < 0.05）

要防除水準

総合的な害虫管理
水稲栽培におけるケイ酸の役割

田植え直後から水田に
侵入し、葉を食べます。

被害が多いと茎数が
減少し、減収につなが
ります。

ケイ酸処理区（Si+）で
被害葉率が低い傾向が
認められました。

ケイ酸質肥料を併用する
ことで、殺虫剤を削減でき
る可能性があります。

ケイ酸 SiO₂が
生産性の向上に
寄与します。

イネミズゾウムシの被害に対するケイ酸の効果

ひとめぼれ生育状況（2018/7/13撮影）



津波被災地水田のごま葉枯病に挑む
発生要因の解明と対策技術の開発

水田の冬期湛水・有機栽培

ケイ酸施用と根の発生・枯死と土壌炭素蓄積

植物の根は人間の皮膚のように発生と枯死を繰り返す．その評価は難しい

ケイ酸施用で差引の炭素貯留が促進されうるし，収量も増える(かもしれない)

• 東日本大震災の津波
被災地域の水田にご
ま葉枯病が発生し、
復興を妨げています。

• ごま葉枯病発生水田の
イネ（左）は付近の通
常の水田のイネ（右）
と比べて、生育が悪く、
収穫量も低くなります。

• ごま葉枯病は土壌に問題があると発生しやすくな
ります。

• その発生要因を解明し、対策技術を現地で実証し
ます。

• 異常還元？
• 硫化水素の発生？
• 鉄の不足？
• ケイ酸の不足？
• 排水不良？
• 漏水過剰？
• 浅耕？
• ・・・・・？

ごま葉枯病発
生水田の水稲

通常の水田の
水稲

ごま葉枯病の水稲

ごま葉枯病

現地調査・分析・解析

要因解明 対策技術

現地で実証・改良

水田の冬期湛水は，有機栽培に組合わせて用いる栽培方法として有望である

• 異常還元？
• 硫化水素の発生？
• 鉄の不足？
• ケイ酸の不足？
• 排水不良？
• 漏水過剰？
• 浅耕？
• ・・・・・？

根の機能低下

養分吸収阻害


